
学力向上のための組織
的な校内研修体制づくり

子どもにわかる授業づく
り（授業づくりスタンダー
ドの活用など）

学校全体で予習・復習
（宿題）の質と量を高め
る取組

豊
か
な
心

A Ａ

健
や
か
な
体

A Ａ

保
護
者
地
域
と
の
連
携

A Ｓ

特
別
支
援
教
育

A Ａ

学校関係
者評価

全国学力・学習状況調査、県学力定着状
況調査の結果と課題を全教員で共有し、学
習指導要領にそって、手立ての何が、どの
ように必要かを整理し、「わかる、できる」を
感じさせる授業改善をめざす。また、教科に
おける全体指導と個別の支援・指導を行い
個々の弱いところを補充していく。

Ａ

①家庭学習の手引きを活
用した家庭学習の提示
②次時の授業理解につな
がるキーワードやポイント、
ノート準備の具体的な提示
③家庭学習の定着を図る
評価と取組（生徒会）

①校内授業研と日常の授
業改善
②考える時間、活動の時間
を十分とる。
③温かい学級づくりの実現
による学習意欲の向上

①企画委員会（研究・キャリ
ア教育）が学力向上および
キャリア教育推進の中心と
なる。
②学習指導要領に基づい
た言語活動の工夫の位置
づけ

・学校評価ｱﾝｹｰﾄ（生徒）「授業がわ
かる」肯定群＝90%
・授業評価（授業評価ｼｽﾃﾑ平均4以
上（5点満点）

・学校評価ｱﾝｹｰﾄ（生徒）「家で家庭
学習、予習、復習する」肯定群90%
・学校評価ｱﾝｹｰﾄ（教員）「生徒が家
で家庭学習、予習、復習する手立て
をしている」肯定群90%

・学校評価で評価「Ａ」
・教科等経営案で言語活動の工夫
の位置づけ100%

学校名（香美市立大栃中学校）      学校教育目標　「主体的に考え、主体的に行動できる生徒の育成」

項目
自己
評価 中・長期経営目標 主　　な　　取　　組　　内　　容 学校関係者評価書達成状況 改善方策取組内容の評価指標

①定期の職員会で支援・配慮の要る生徒を
含めた生徒理解について、毎回、情報を共
有した。生徒の様子から緊急あるいは慎重
な対応事案がある場合には、朝の職員朝礼
で意思統一を図り報告、連絡、対応のレベ
ルをあげた。
①②支援、配慮を必要とする生徒、保護者
と学級担任、SSWとの関係を保ち、組織とし
ての取り組みの手立て等も意思統一した。
③保小中で特別支援教育の連携を図るた
め物部地区特別支援教育連絡会をスタート
させた。

・生徒の状況や課題に応じた校内
支援委員会の実施
・支援、配慮を要する生徒の視点に
立った授業づくり＝全教科

確
か
な
学
力

　・企画委員会が中心に
なって取り組む授業改
善やキャリア教育の推
進は、アンケート結果か
ら、学力向上や学習意
欲の向上などが認めら
れます。これからも引き
続き、教科における全
体指導と個別の支援、
指導の充実をお願いし
ます。

　・家庭学習面では、家
庭との連携を図り、家庭
学習の定着につなげて
ください。

①授業改善（わかる授
業）と基礎・基本の定
着
②言語活動の工夫と
言語能力の育成
③学力向上につなが
る温かい学級づくり

○授業で「わかる・
できる（成就感・自
己有用感）」を感じ
させる
○基礎的知識・技
能を習得させ、将
来の生活や職業生
活につなげる

A

①生徒への授業評価アンケート[5段階評価]
（校内部会）「授業のめあてを意識して学習し
ている」生徒＝全教科平均4.0
①②学校評価アンケート「授業改善に取り組
んでいる」肯定回答教員＝100%
①②考える力を養う学習形態の工夫＝全教科

①学校評価アンケート「授業がわかりやすい」
＝生徒肯定回答＝86%、保護者91%
①②生徒への授業評価アンケー[5段階評価]
（校内部会）「総合的にこの授業に満足してい
る」生徒＝全教科平均4.3
①②県版シート類の活用100%
全国学力学習状況調査生徒質問紙（3年生）「国
語授業が好き＝70%、数学の授業内容はわかる
＝80％」

①学校評価アンケート「家で予習・復習をしてい
る」生徒肯定回答＝78%
②学校評価アンケート「生徒が家で予習・復習な
どの学習に取り組めるような手立てをしている」
教員肯定回答（技能教科担当も含む）＝80%
③生徒への授業評価アンケートー[5段階評価]
（校内部会）「家庭で予習や復習、ふりかえりをし
ている」生徒＝5教科平均4.0

　・福祉教育、体験学習を
基盤とした実践的な取り組
みは、キャリア教育や道徳
教育において、豊かな心の
育成に成果が出てくると思
います。地域の方々とも連
携して継続してください。

・ｷｬﾘｱ教育ｱﾝｹｰﾄ12項目（自校実
施）の全校年度末平均が3．3以上
・ｷｬﾘｱ教育ｱﾝｹｰﾄ項目（自校実施）
のｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ能力⑩の全校年
度末平均が3．3以上
・学校評価項目「地域・保護者との
連携」＝評価Ａ

福祉教育・体験学
習を基盤とした「道
徳実践力」の向上
を図る

①道徳の時間で「知」を耕
し、福祉教育・体験学習を
通した「道徳的実践力」の向
上
②お互いを認め合い、思い
やる心を育む教育
③より良い人間関係づくり

①ｷｬﾘｱ教育と道徳教育による豊かな心の育成に取り
組む。
①道徳の時間の指導案作成に全教員が関わる。
②③温かい学級づくりを実現し、自尊感情、自己肯定
感を高め、学力向上を推進する。
③QU分析、体験的な学びの学習を通して、温かい学
級づくり、集団づくり、いじめを生まない学級づくりを推
進する。

高知県のキャリア教育の3本柱の一つ
である「基本的な生活習慣」を確立させ
る。生徒が楽しく充実した学校生活を
送り、それが自分の将来の社会的、職
業的自立の根幹になることを家庭にも
啓発し続け理解と協力を得る。また、
長時間に及ぶDVD、テレビ等の視聴と
健康被害や学習時間との相関関係を
保護者にも理解してもらうよう情報発
信の工夫を行う。

①発達段階に応じて、体力、運動能力を高め
る、引き出す体育授業を工夫していく。
②③基本的な生活リズムの定着が学力向上、
運動能力、体力の向上に関わっていることを生
徒にも保護者にも啓発する。

・生徒への授業評価ｱﾝｹｰﾄ（保健体
育）＝肯定評価90%
・生活習慣調査等による運動、食
事、睡眠の意識向上＝全体の85%
・朝食摂取率＝90%
・6時間以上の睡眠時間＝85%

①生徒への授業評価アンケート＝全校平均
4.2
①年間の体育授業を通していろいろな運動の
楽しや充実感を味あわせ、運動への関心、意
欲および能力を引き出す工夫ができた。
②③毎朝の健康観察の記録から、「6時間以
上の睡眠」[1，2学期学年平均]＝（1年97.9%　2
年97.5%　3年96.5%）
②③同様に「朝食摂取率」＝（1年99%　2年95%
3年98%）

①道徳の時間の指導案作成および道徳授
業（担任、副担任）に全教員が協働した。
①②校内キャリア教育アンケート[4段階評
価]（4月、12月実施）の全項目の全校平均
が4月に比べ12月が0.1ポイント向上した。
③Q-Uアンケート結果では、学級満足群に
いる生徒の割合は40%（全国35%）であった。

授業改善(わかる授業づくり)を意識して
教員が実践しているので、生徒も保護者
も授業に対する認識の変化が見られる。
次年度も生徒の考える力を伸ばす授業
をめざし、考える時間、活動の時間のバ
ランスがあり、個人思考、全体思考を促
す授業を行う。

家庭学習が授業と連動するように、復習
と次時の予習課題のバランスを図り、教
科として全体に弱い部分の補充なども含
め、生徒が家庭で自力でできる家庭学習
内容を工夫する。また、帰りの会を工夫
し、教科の補充学習を行い生徒が家庭
学習にとりかかりやすい状況をつくる。

短期経営目標

①生徒が勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精
神を持って公共の福祉と社会の発展に努める意
識や態度を培うことができるよう体験的な学びを
工夫、充実させる。
②各種行事や教育活動の中で、生徒の「自己の
役割を実行する力、自己改善する力、自己の生
き方を考えることができる力」を引き出す実践を
行う。

本校のキャリア教育（体験的な学習
と活動）と道徳教育により、生徒に
「やりぬく力、見通す力、コミュニケー
ション力、自分の道をきり拓く力」をつ
けていく。また、ゲストティーチャーの
活用により生徒の価値観を広げ、よ
りよく生きる力に繋げる。

生涯教育、生涯ｽ
ﾎﾟｰﾂの観点から運
動習慣の定着、体
力向上の意識化を
図る

仲間づくり、学級づくりは学校づくりの基
盤である。組織として支援、配慮の必要
な生徒への個別の支援を含め、これまで
の人間関係づくりの取り組みを維持、発
展させる。また、支援、配慮の必要な当
該生徒については必要に応じて関係機
関担当者の協力も交え方策を講じ保護
者と連携を図る。
小中連携の機会を捉え、例えば、小中合
同運動会などの場面で、小学校高学年と
は、中学校スタイルの話し合い活動を取
り入れ、次年度に向けた仲間づくりの土
台を築くとともに、児童生徒間での相互
理解に繋げる。

学校評価アンケート「これから大栃中学
校を良くするための意見の記述（生徒）」
＝「地域との関わりを深くするため、行事
とかも地域の人が一緒に取り組めるよう
に工夫する」は、体験的な学習が本校の
特色ある取組として定着し、よき伝統とし
て生徒に浸透しているものと捉える。地
域の一員としての自覚を持った生徒が、
郷土を愛しやさしい心と素直な態度を
持った人間となるよう今後も取り組む。

・道徳の時間の生徒授業評価「道徳の
授業は好きである」生徒＝全体の45%
・道徳の時間の生徒授業評価「道徳の
授業は将来役に立つ」と思う生徒＝全
体の70%
・香美市学力向上に関わる生徒意識実
態調査「自尊感情」＝90%
・QU分析＝学級満足群全校生徒の75%

①運動の楽しさと充実感を
得る体育授業
②授業（学力向上）や部活
動に不可欠な生活習慣の
定着
③家庭における運動習慣の
啓発

①学校評価アンケート「学校が楽しい」
＝生徒肯定回答89%、保護者肯定回答
84%
①②校内キャリア教育アンケート[4段
階評価]（4月、12月実施）の「自己の役
割を実行する力、自己改善する力、自
己の生き方を考えることができる力」が
4月に比べ12月がそれぞれ0.1～0.3ポ
イント向上した。

①当該生徒の成長、課
題把握の組織的共有と
成長支援と課題解決
②ＱＵ分析等を活用した
温かい学級づくり、仲間
づくりの推進
③当該生徒および個別
の支援を要する生徒の
進路実現、社会的自立に
向けた取り組み

　・基本的な生活習慣は、
家庭との協力により、改善
できていると思います。
　・体力面においては、能
力に個人差、学年差があ
るように思います。体力、
能力に応じた体育授業の
工夫や、運動習慣の定着
に向けた家庭への啓発を
お願いします。

　・地域、住民との連携は、職
場体験学習や防災訓練など、
いろんな行事を通じて深い関
係が築かれていると思いま
す。また、ゲストティーチャー
の活用なども評価できます。
郷土愛や互いに助け合うと
いったキャリア教育にもつな
げるように、取り組みを継続し
ていってほしい。

　・当該生徒に対する課題
把握や、解決に向けた対
応は評価できると思いま
す。今後も支援や配慮を要
する生徒に対しての手立
てを講じて、保護者との連
携を図っていただきたい。

①当該生徒の成長、課題把握を組織で共有し、
成長支援、課題解決につながる手立てを講じ
る。
②ＱＵ分析等を活用し、温かい学級づくり、仲間
づくりを推進する。
③当該生徒および個別の支援を要する生徒の
進路実現、社会的自立に向け適切な支援やアド
バイスができるよう校内研究を適宜進める。

①体験的な学びを通して
「自分を愛し、人を愛し、地
域を愛することができる生
徒」の育成
②社会的自立・職業的自立
につながる各教科の学習と
体験的な学びによる学力の
向上

福祉教育・体験学
習を基盤とし「郷土
を愛し、未来を拓く
香美っこ」を育成す
る

特別支援学級に在
籍する生徒への支
援、取り組みと、通
常学級に在籍する
個別の支援、配慮
を要する生徒に対
する取り組みを組
織で行う。


